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１ 開会

２ 議事
各委員からの「検討枠組み」を受けた提案

(1) 広石 拓司 委員
(2) 福本 みちよ 委員

３ 今後の予定

第８回全体会 次第
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広石委員からの報告

「住民参加・住民主体の地域が
生まれる拠点とは？」
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住民参加・住民主体の地域が
生まれる拠点とは？

広石 拓司
hiroishi@empublic.jp
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本日の内容

 自己紹介、活動紹介
 “学校”というハードを活用した地域づくり
 これからの地域づくりに必要な拠点

©empublic 
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©empublic 

自己紹介：広石拓司 株式会社エンパブリック代表

• 民間シンクタンク勤務後、2001年～NPO法人ETIC.にて社会起業家の育成に携わる。

• 2008年エンパブリック創業

• 思いのある誰もが新しい仕事を創り出せる社会へ
 SDGｓ時代のビジネスと地域の協働によるソーシャルビジネス開発支援

 「地域コミュニティ 地域の仕事・活動」による地域づくり

 ちよだコミュニティラボ
～千代田区など都心のコミュニティ醸成

 日野リビングラボ （企業と地域の共創）

 サステナビリティ・ビジネスの開発支援

 東京ホームタウンプロジェクト
（東京都の地域包括ケアシステムの

地域づくりコーディネーターの養成）

 Ｊリーグ 社会連携 アドバイザー

 慶應義塾大学ＳＦＣ、立教大学経営学部、
大学院21世紀社会デザイン研究科兼任講師
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つながりをつくる人を知ろう

©empublic
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住民・活動者が
今、話し合いた
いこと → ４０

地域の課題解決
力の向上

問いを共に
考える

つながり

分かち合いたい
１６の問い
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 目指していること
担い手の活動の活性化による介護予防、生活支援の充実を通して、
超高齢社会に必要な地域づくりを推進する
〜⾼齢都⺠が誰も取り残されず、⾼齢期を自分らしく暮らせる東京へ

東京の⼈の⼒を
活かす
新しい出会いを通して
• 活動を⾒直し、
• 地域を⾒直し、
• ⾃分を⾒直す

この街は、まだまだできる、もっとできる︕
©empublic 
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活動を軸にした
アプローチ

©empublic
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地域づくりの課題
・新しい高齢世代の社会参加
・主体的活動、支え合いの促進
・⽼々介護、単⾝世帯増加
・認知症の人も暮らせる地域
づくり

東京のビジネスパーソンの⼒

話し合いの場の設計、合意形成、
ファシリテーション

住⺠主体の地域づくりの考え⽅、
⼿法、実践事例からの学び

活かせる社会資源は
たくさんある︕

地域の担い手の活動の
持続・発展の支援による
課題解決
・活動の持続性、事業⼒
・参加者数の拡大、多様な人の参画
・楽しさ、やりがい、・新しい発想
・既存活動の意味付け

ライフシフト、人⽣100年時代
の高齢者像への転換

ビジネスの⼿法

ITツール、多様なサービス

• 地域団体×プロボノの
コーディネート

• 生活支援コーディネーター
の地域づくり力の向上
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狛江市通所型サービスB 立ち上げ支援プログラム

©empublic 
10

13



地域づくりは、共に学ぶ場から始まる

ともに
学ぶ場

地域の課題解決の
担い手に

地域の課題とリソース
を知る体験

話し合い、共に挑む
過程から仲間になる

自分の興味から、
地域の人が集う機会

成功と失敗から
自ら学ぶコツをつかむ
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“学校”というハードを
活用した地域づくり

©empublic 
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尼崎市 みんなのサマーセミナー

 まちの「みんな」でつくる、
２日間だけの学校ごっこ

 まちのみんなが先生や生徒にな
れる「学びの場」

 まちのオモロい人やスゴい人は
誰でもセンセイになれて、学び
たい人なら誰でも生徒になれる

 ２日で、300の講座

©empublic 
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市立尼崎高校 学校開放 市尼フェスタ

 市内の⼩中学生や地域住⺠に
本校の豊かな体育施設 を開放
し、「地域に開かれた学校づ
くり」を目指していく

©empublic 
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台東デザイナーズビレッジ

 旧⼩島⼩学校の校舎を活かした、
ファッションに特化した創業支援
施設

©empublic 
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これからの地域づくりに
必要な拠点

©empublic 
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地域づくりに必要な場

 多くの施設、サービスが専門性に分化している
⇒ ごちゃ混ぜのまちの空間
 分野・テーマ、専門度、ボランティア〜起業
 整っていないからこそ、自分の“関わり代”ができる
 クロスセクター、越境的な出会いの機会

 対話ができる場
 日頃思っていることを言葉にできる場
 問いかける人 ＋ ファシリテーター

 多様な学びを体験できる場
 継続する活動、仕事を生み出す機能

©empublic 
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学校という
空間は
活かせる
のでは？
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学びの多様性

©empublic 
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コミュニティ ラーニング センター (CLC)

 日本の公⺠館の東南アジア等への展開
 国際人権NGO「ACTED」の説明

機能的なリテラシー、職業スキル、および仕事関連のスキル
を、コミュニティ内で疎外された若者や子供たち、特に正規
の教育制度で学び続けることができない人々に提供する上で
重要な役割を果たしています。
さらに、CLC はあらゆる人生の歩みにとって生涯学習の機会
の中心的な場所です。

 運営委員会、プログラム設計、地域との関係づくりなどを
マニュアル化し、展開

©empublic 
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ブロムリ・バイ・ボウ・センター

Active Value
• 寄り添うこと
• 友人であること
• 楽しいこと
• できる！と信じて動く

• 人を包括的にみる

• 活用できる社会資源を
共に探し、アクセスし、
使える状況をつくる

• その過程を仕組みにする

©empublic 
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ブロムリ・バイ・ボウの特長

 福祉・保険、教育、保育、住宅、就労、アート、
環境、創業、カフェなどを１か所で行う。
→ 生活は分割していない。
どの接点からでも他につなげられるように

 友達として寄り添う
→ 一つで失敗したら別を試せばいい。

状態や結果の良し悪しでなく継続する生活支援
 住⺠や職員、誰でも気づいた⾜りないこと（＝

現場で見つけた隙間）の呼びかけ(Advocacy)から
のプロジェクト創出

©empublic 
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23

マンディさん

 若いシングルマザー
地域に知り合いもいない

 公園で一人でいる時に、
「お茶しない？」と誘われた

 お茶している時、隣でアートの
ワークショップがあった

 のぞいたら、みんなが名前を
呼んでくれた

 アートに通う中で、自分の将来
への不安を話すことができた

 「社会福祉の勉強してみたら？」
 社会福祉士の資格をとる
 現場で働きが認められ、

今は相談センターのマネージャー

自分も困難な状況にいたから
「何を諦めているか」わかる。
自分の仕事は、相談者に寄り
添い、社会資源を探し出し、
活用法を一緒に考え、アクセ
スできるようにする。
「自分のことを自分で決めて
いける人になってほしい」

©empublic 
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社会資源を
活かす解決策

を考える

プロジェクト
の立上げ

実践を通して
改善し続ける

経験・知識
の蓄積

地域の課題解決を進めるために

©empublic 24

住民の生活

にある課題、
制度の隙間

活かせる（はずの）

社会資源
（行政・企業・地域の

施策・組織・人）住⺠が社会資源に
アクセスでき、
使いこなせる機会
を広げる仕組み

住民と専門家の
対話による

課題の深堀り

発見

発見
場に出す

対話

立ち上げ
支援

学びの場

Ａｄｖｏｃａｃｙ
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福本委員からの報告

「検討枠組み」に対する試案

－学校経営学の観点から－
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「検討枠組み」に対する試案 －学校経営学の観点から－

東京学芸大学大学院教育学研究科教育実践専門職高度化専攻

（学校組織マネジメントプログラム） 教授 福本 みちよ

第1 2 期東京都生涯学習審議会 第８回全体会

令和4年8月26日 於：東京都庁第二本庁舎31階 特別会議室24
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自己紹介 福本 みちよ
東京学芸大学大学院教育学研究科（教職大学院）教育実践専門職高度化
専攻（学校組織マネジメントプログラム）

〇 専門：学校経営学／教育行政学／比較教育学

〇 主な研究内容：

〇 学校管理職としての実務経験：

2020年4月-2022年3月 東京学芸大学附属世田谷中学校校長

福本みちよ(2022)「ニュージーランド教育改革の展開過程にみる学校ガバナンス改革と学校支援－
Tomorrow’s Schools Reviewの分析を通して－」東京学芸大学『東京学芸大学紀要総合教育科学
系Ⅱ第73集』

福本みちよ(2020)「スクールリーダー教育に関する海外の動向－ニュージーランドを事例として－」
日本教育経営学会『日本教育経営学会紀要第62号』 pp.155-157

福本みちよ(2016)「横浜市における分権型教育行政組織の再編整備による学校支援体制の構築」
日本教育行政学会『学会創立50周年記念誌』pp.85-91、教育開発研究所

福本みちよ編著(2013)『学校評価システムの展開に関する実証的研究』玉川大学出版部
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本提案の構成

１ 本提案の前提

（１）高等学校教育の現状

（２）高等学校教育改革の方向性

（３）都立高校を取り巻く現状

（４）教員の働き方改革

２ 「検討枠組み」に対する試案

31



１．本提案の前提

（１）高等学校教育の現状

・高等学校等への進学率 98.8％（令和2年度）

・高等学校普通科の生徒数 73.1％（同上）

・高等学校普通科生徒の大学等への進学 65.3％（同上）

【出典：文部科学省(2021)「高等学校教育の現状について」】
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（２）高等学校教育改革の方向性

令和3年3月31日付 学校教育法施行規則、高等学校設置基準等の一
部改正

１）各高等学校の特色化・魅力化（スクール・ミッションの再定義）

２）普通科改革（「普通教育を主とする学科」の弾力化）

３）高等学校通信教育の質保証

４）多様な学習ニーズへの対応

33



文部科学省「新時代に対応した高等学校改革推進事業」

（令和4年度予算額(案）2億円）

34



（３）都立高校を取り巻く状況

・都立学校数 １８６校（令和４年４月１日現在）

・多様なタイプの学校
総合学科高校／単位制高校／科学技術高校／産業高校／進学型商業高校

（ビジネスコミュニケーション科）／総合芸術高校／昼夜間定時制高校（単位制)／

チャレンジ スクール（定時制・総合学科）／エンカレッジスクール／総合学科高校

・都立高校志望者、私立高校志望者ともに「学習指導の充実」を重視

・都立高校志望者は「自宅に近い」ことも重視

・都立高校に改善を期待する点は「施設・設備の充実」「社会の変化に対応できる能

力の修得」の割合が高い。

・「先生が教えて生徒が学ぶ」から「生徒の好き・やりたい」を見つけて実践できる場に。

《東京都教育委員会(2022)「都立高校の現状把握に関する調査の結果について」から》
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（４）教員の働き方改革

「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校にお
ける働き方改革に関する総合的な方策について」（答申） (平成31年1月25日中央教育審議会)

《解決の方向性》
「膨大になってしまった学校及び教師の業務の範囲を明確にし、限られた時間の中で
教師の専門性を生かしつつ、児童生徒に接する時間を十分確保」する。

教員勤務実態調査（平成28年度）にも、看過できない教師の勤務実態が示されている。
「日本型学校教育」を維持し、新学習指導要領を着実に実施するには、教師の業務
負担の軽減が喫緊の課題。
「学校における働き方改革」により、教師が心身の健康を損なうことのないよう業務の
質的転換を図り、限られた時間の中で児童生徒に接する時間を十分に確保し、教師
の日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、教師の人間性を高め、児童生徒
に真に必要な総合的な指導を、持続的に行うことのできる状況を作り出す。
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学校・教師が担う業務のあり方に関する考え方
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「検討枠組み」に対する試案 －学校経営学の観点から－

38



パターンⅠ【従来型／学校施設開放のみ＋すべての都立高校で必須】

＜課題＞

• 「鍵の受け渡し等」の人的作業負担はそのまま残る。

• コロナ禍での経験を踏まえると、外部者を学校内部に入れることへの

抵抗感、負担感は従来以上に大きくなっている。

形骸化の可能性を払拭できない。

＜新システム導入に向けて＞

• 要望がある学校に対しては、学校施設開放に関する事務全般（貸出

事務、利用後の施設管理含む）を担うアクターを配置するシステムを

構想できないか。
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パターンⅡ【従来型／学校施設開放＋高校の教育機能開放】

＜課題＞

• これまでの取組を整理し、成果と課題の「見える化」を。

＜新システム導入に向けて＞

• それぞれの都立高校の「教育機能」の「差別化」と「見える化」。

• 「教育機能」を開放することが、当該都立高校にとってどのようなメ

リットにつながるのか、具体的なシミュレーションを提示。

• これまで以上の広報活動が必要。そのバックアップは可能か。

• 取組の成果を、他の都立高校を含めて一般に公開する広報システ

ムの検討。
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パターンⅢ【教育活動発展型／学校施設開放＋NPOと連携】

＜新システム導入に向けて＞

• NPO等による活動の位置付け、受講対象によって、学校（教員）側

の関わり方は大きく異なる。

〇教育課程上のどこに位置付けるのか

〇活動の受講対象は当該都立学校生徒のみか、それ以外

も含めるのか

• 安全管理上の問題をどう考えるか。

• 学校施設開放事業としてのNPO等主体による活動と、通常授業に

NPO等を外部講師等として招聘するのと、何が異なるのか。

• 活動の実施主体がNPO等であっても、当該都立高校の教育活動

（の展開部分）と位置付けるのであれば、カリキュラム・マネジメントの

観点からの精緻化を。
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パターンⅣ【都民の「学び」支援型／学校施設開放＋区市町村、知事部
局への施設開放】

＜新システム導入に向けて＞
【事例：ニュージーランドにおけるPLDシステム】

PLD: Professional Learning and Development
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パターンⅤ【都民の「学び」支援型／学校施設開放＋教育人材の活用
（地域還元）】

＜新システム導入に向けて＞

• 高等学校教育改革の方向性とも親和性が高い発想。

• 「都民の生涯学習の推進」という柱と合わせて、「コーディネーターの

の養成」を重視したシステム設計も可能ではないか。

• パターンⅠ及びパターンⅢにおける検討課題と同様。
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